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公益財団法人 名古屋産業振興公社

○研修開催日時：平成２６年５月２７日（火）～６月２４日（火）
（毎週火曜日の５日間開催 ９時３０分～１６時３０分）

（６月１７日（火）トヨタ自動車（株）トヨタグループ企業等工場見学）

○研 修 会 場：名古屋市工業研究所 管理棟 会議室
（詳細は最終ページ「会場のご案内」参照）

○申 込 期 限：平成２６年５月１３日（火）

平成２６年度

現場管理者の生産管理研修
（トヨタ生産方式）

受 講 案 内

“ モノづくり現場での原価低減 ”

日本の活力の源泉である製造業は、開発、価格さらに受注活動等の競争下にあ

ると言われています。特に中小製造業において今後とも企業として維持し安定し

た成長のためには、新製品・新技術の開発や品質、価格、納期等のトータルでの

顧客満足度を向上する恒常的な企業努力と共に、高い収益体制を持つような生産

管理が必要です。

モノや情報の流れを管理する手法等により、「徹底したムダの排除による原価

低減」を基本思想とするトヨタ生産方式の基本的な知識と管理法等を学ぶ研修で

す。製造現場で、作業管理・現場管理について知識が必要な方、また、トヨタ生

産方式について興味のある方々のご参加をお待ちしております。内容をよりご理

解頂くためにシミュレーション演習や工場見学、企業内指導も予定しておりま

す。

喉

孔

垢

孝

坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好



講師紹介：

太田 昭男 氏（３Ｃテクノ コンサルタント）
元トヨタ自動車（株）ユニット生産技術部主査、アイシン・エーアイ（株）参与、生産管理部長

現在、中小企業診断士、技術士（機械部門）、ＩＴコーディネータ、ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１審査員補、

各種公的機関の相談員・支援専門家として登録

林 邦夫 氏（株式会社ステージ）
元 トヨタ自動車（株）ユニット生産技術部次長、豊生ブレーキ工業（株）専務取締役

現在、豊生ブレーキ工業（株）顧問、（株）ステージ研修・セミナー専任講師
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（９：３０～１２：３０、１３：３０～１６：３０、工場見学時を除く）○研修日程・講師

講 師節 内 容章開催日

太田 昭男 氏

林 邦夫 氏

１．トヨタ生産方式が目指すもの
２．基本的な考え方

１）原価主義より原価低減
２）ムダの考え方
３）能率の考え方

第１章

トヨタ生産方式の
基本思想

５月２７日
峨 １．トヨタ生産方式とは

２．ジャストインタイム
１）工程の流れ化

第２章

トヨタ生産方式の
進め方
（講義とシミュ
レーション演習）

太田 昭男 氏

林 邦夫 氏

２．ジャストインタイム
２）売れるスピードでつくる
３）後工程引取り

３．自働化
１）品質を工程で造り込む
２）省人化・少人化

第２章

トヨタ生産方式の
進め方
（講義とシミュ
レーション演習）

６月３日
峨

太田 昭男 氏

林 邦夫 氏

１．標準作業概論
２．標準作業の３要素

タクトタイム、作業順序、標準手待ち
３．標準作業の作成

１）標準作業の作成手順
２）時間観測
３）工程別能力表の作成
４）標準作業組合せ票の作成
５）標準作業票の作成

第３章

標準作業の進め方
（講義とシミュ
レーション演習）

６月１０日
峨

太田 昭男 氏
林 邦夫 氏

トヨタ自動車株式会社（一般見学コース）
およびトヨタグループ企業（訪問先調整中）

工場見学・企業内

指導

（バスで移動、昼食
付き）

６月１７日
峨

太田 昭男 氏

林 邦夫 氏

４．標準作業改善の進め方

５．標準作業の使い方

第３章

標準作業の進め方
（講義とシミュ
レーション演習）６月２４日

峨 太田 昭男 氏

林 邦夫 氏

１．物と情報の流れ図

２．リードタイムの短縮

第４章

物と情報の流れ図

太田 昭男 氏
林 邦夫 氏

１．トヨタ生産方式を進めるに当たっての
基本姿勢

第５章

まとめ

（日程、講師等は変更する場合があります）



（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ． ）

会 社 名

（ホームページ）

〒 －所 在 地

年

齢

所 属（ ふ り が な ）

電 話受 講 者 氏 名

年

齢

所 属（ ふ り が な ）

電 話受 講 者 氏 名

年

齢

所 属（ ふ り が な ）

電 話受 講 者 氏 名

年

齢

所 属（ ふ り が な ）

電 話受 講 者 氏 名

所 属（ふ り が な）

事 務 連 絡 者
電 話

（５名以上お申込の場合は、この用紙をコピーしてお使いください。）

振込予定日 平成 年 月 日振 込 金 額

三菱東京ＵＦＪ銀行 六番町支店 普通預金４６８６６３

公益財団法人 名古屋産業振興公社（手数料は振込み人負担）
送 金 先

（記入事項は、本研修・講習会関連以外に使用しません。）

○申込方法：申込書に必要事項を記入し、ファックスまたは郵送でお申込みください。

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｉｐｃ．ｏｒ．ｊｐ／ｋｏｕｇｙｏｕ／ｐ_ｔｒａｉｎｉｎｇ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌの共通申込書をダ

ウンロードすることで、Ｅメールでお申し込みすることもできます。受講料は、開

講日までにお振込みください。振込手数料は、振込人でご負担願います。申込締切

後は、受講キャンセルの場合でも受講料の返金はできません。領収書は、銀行振込

書に代えさせていただきます。また、原則として請求書は発行いたしませんが、必

要とされる場合はご連絡ください。

○定 員：２０名（定員になり次第締め切らせていただきます。）

○受 講 料：同一事業所で複数申込の場合、割引制度があります。下表を基に、受講料合計金額

をお振り込みください。

○振 込 先：三菱東京ＵＦＪ銀行 六番町支店 普通預金 ４６８６６３

公益財団法人 名古屋産業振興公社

○受 講 票：開講日の５～７日前までにお送りします。
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４名以上（３０％引）３名（２０％引）２名（１０％引）１名申込受講者数

３５,５３０円×受講者数１２１,８２０円９１,３６０円５０,７６０円賛助員企業受講料

合計 ４０,８２０円×受講者数１３９,９６０円１０４,９７０円５８,３２０円一般企業

（公財）名古屋産業振興公社 ものづくり人材育成部 宛 〈ＦＡＸ ０５２－６６１－０１５８〉

現場管理者の生産管理研修（トヨタ生産方式）申込書

平成 年 月 日



会 場 の ご 案 内

名古屋市工業研究所 管理棟４Ｆ 第２会議室
（名古屋市熱田区六番三丁目４番４１号）

〈交 通〉

●地下鉄 名港線「六番町」下車３番出口すぐ

●市バス「六番町」下車すぐ

●三重交通バス「名鉄バスセンター」３階から乗車し

「熱田六番町」で下車すぐ

この印刷物は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

（公財）名古屋産業振興公社
ものづくり人材育成部

〒４５６－００５８ 名古屋市熱田区六番三丁目４番４１号

（名古屋市工業研究所内）

ＴＥＬ ０５２－６５４－１６５３ ＦＡＸ０５２－６６１－０１５８

ＵＲＬ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ．ｎｉｐｃ．ｏｒ．ｊｐ/ｋｏｕｇｙｏｕ/ｐ_ｔｒａｉｎｉｎｇ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ

Ｅメール ｋｅｎｓｈｕ＠ｎｉｐｃ．ｏｒ．ｊｐ

「キャリア形成促進助成金」制度について

この研修は、所定の要件を満たす場合「キャリア形成促進助成金」制度（職業訓練等を受

けさせる事業主に助成）が利用できます。但し、この制度を利用する場合、事業主の方は各県

労働局（愛知県は下記）に受給資格認定申請をして認定を受ける必要があり、また、助成内

容等が変更される場合もありますので、受講前に先ずは下記にお問い合わせください。

〒４６０－０００８名古屋市中区栄２－３－１名古屋広小路ビルヂング１１階

厚生労働省愛知労働局 職業安定部職業対策課

あいち雇用助成室

ＴＥＬ （０５２）６８８－５７５８


